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進捗
• AIRSデータのダウンロード
-MTSAT,GOES直下点付近
-2002年9月から2008年末まで
ーヘッダー をチェック
IASIデータのダウンロード
-MTSAT,GOES直下点付近
-2007年5月から2008年末まで
ーファイルサイズチェック
・インターキャリブレーションプログラムを改修
-GMS5のインター キャリブレー シヨンに対応
-GOESのインター キャリブレー ションに対応
-2002年9月のインターキャリプレーション結果を鼠駿的に計算
・千葉大学作成のグリッドフォーマットデータ作成ツールの調査
グーリッド化されたMTSATとGOESデー タに異常を発見。
一現在、MTSATデータの作成ツールをレビューし、助言を行っている。
平成初年度
千葉大学
環境リモートセンシング研究センター
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気象衛星センターデータ処理部システム管理課
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2002年9月
AIRS 
GMS-5 IRI (10.8μm) 
の比較
過去の衛星データの
試験的インター キャリブ、レー ション
・期間：2002年9月
・インター キャリフ、レー ションコー ドを
GMS-5,GOES-10用に改修
・試験的に計算したのみで結果の検証などはこ
れから
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2002年9月
AIRS 
GMS-5 IR2 (12μm) 
の比較
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2002年9月
AIRS 
GOES-IO IRl (I0.7μm) 
の比較
2002年9月
AIRS 
GMS・5IR3 (6.9 μ m) 
の比較
2002年9月
AIRS 
GOES-10 IR2 (12.lμm) 
の比較
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2002年9月
AIRS 
GOES-10 IR4 (3.9 μ m) 
の比較
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2002年9月
AIRS 
GOES-IO IR3 (6.7 μ m) 
の比較
?
?
?
?
?
? ?
????
?
???
05:00 utc 25 September 2002 
17' ,:o 01 
Lon；＆』＂
104 
＂・ 1国 1• 
L，噌宮崎
05:00 utc 15 September 2002 
CM!k> &ndGOCS-10帥剛p<11lr,¥m&!!<[lOJ1um)
・．． ‘・ 竺旦，． 咽
Gl.1Ss!1t岨G。ES-1・0明暗osileio闘咽e(I・J・um】 Cornoc:h<dGMS<i副 dGOES-問問町叫，l<im,.,.(10.8胴｝
Lal；・.，
L・’..
今後の予定
・GMS-5及びGOES-10のインターキャリブレーション
に関する調査を継続。
• AIRSデータがある期間について、過去のGMS、
MTSATのインターキヤリブレーションを実施。（MSC)
・子葉大学と共同で、インターキャリブレーシヨンコード
の千葉大への移植と、GOES等の過去データについ
て、AIRSとのインターキヤリブレーションを実施。
・インターキャリブレーションに必要なAIRS/IASIデータ
ダウンロードツール（プロトタイプ）を千葉大学へ提供。
．千葉大学のグリッドフォーマットデータの調査を継続。
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結果と課題
・10.8umチャネルの晴天域の輝度温度について
-GMS-5は、AIRSより約1K低い。一方、GOES-10は、
ほぽ中立。
一以前行ったGMS-5とGOES-9の比較では、放射伝
達シミュレー ションによる予想より、GMS-5の方が約
0.7K高い。
一輝度温度の平面図を描画した結果は、GMS-5と
GOES-10のズレを修正する場合と、修正しすぎる場
合が見られた。日変化などにも注意して、より多くの
事例について調査する必要がある。
